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●リノベーションまちづくりとは：活力を失いつつある地域の再生のため、現代版家守と呼ばれる民間自立型まちづくり会社が遊休不動産のリノベーションを通じ

てまちを再生し、都市型産業の集積を図ることで、雇用の創出、コミュニティの活性化などにつなげるまちづくりのこと。

●家守とは：江戸時代、家主や地主に代わって、家屋や家賃の管理だけでなく店子からの相談ごとまでこなし、タウンマネジメントを担っていた職能のこと。



  



  



スバルのコンセプト

第１回リノベーションスクール＠そうかから４か月。お寿司屋さん

だった場所が地場野菜を使った洋風おばんざいなどを提供するバル

「野菜とお酒のバル スバル」として生まれ変わりましたね。

田中：「野菜とお酒のバル スバル」のコンセプトは、ズバリ野菜です。

料理人として長年働きながらも不規則でジャンクな食生活、栄養バラ

ンスの悪い外食メニューに疑問を抱き、大げさですがお店を開くなら

自分の人生をかけられるようなものにしたいと思っていました。毎日

食べても体に良いもの、毎日楽しく笑顔で過ごせること。とても基本

的なことですが、これがちゃんとできてる人ってとても少ない気がし

ます。外食でも野菜がしっかり摂れて、友達と楽しくお酒を飲んで明

日への活力にしてもらえるようなお店にしたいですね。まずは自分が

楽しんで健康的に働き、それがお客様へ、商店街へ、農家さんへ、ま

ちへと広がっていったら良いなあと思っています。

物件を提供した理由

ご自身の物件を提供するに当たって、色々

な想いがあったかと思いますが、そのあた

りはいかがですか？

篠崎：市役所でまちを活性化させるためのリ

ノベーションまちづくりという動きがあるか

ら、話を聞いた上で利用していない物件が

あるなら貸してみたらどう？と、町会長さ

んからお話を伺ったのがきっかけです。

色々な大手スーパーがある中で個人でもの

を売る商売は難しいと感じていましたが、

この旧町に活気を取り戻してほしかった

し、リノベーションまちづくりについてお

話を聞く中で市役所の方も含めた色々な人

が関わってくれるならと思い、私達の物件を貸すことに決めました。

スバルの開店により、これまで出会えなかったまちの人との交流を図

ることができ、今は、本当にこの取り組みに協力できて良かったと思っ

ています。

篠寿司から引き継いでいくもの

オーナーの想いがとても詰まった場所からどのようなものを引き継い

でいきたいですか。

田中：私はずっと洋食の仕事をしていたのでカウンターの色も濃い茶

色にしようと思っていました。洋食は白いお皿に絵を描くような盛り

付けをするので、白皿が映える色なんです。でも、設計士さんにアド

バイスいただく中で、せっかくの一枚板のお寿司屋のカウンターは残

したいと思い、綺麗に削ってもらってクリア塗装を自分でしました。

できてみると既製品にはない奥深い、とても趣きのあるお店ができま



田中 昴（たなか すばる）さん
「野菜とお酒のバル スバル」店主

した。なぜか、お客様も「家より落ち着く」などと言って、気に入っ

てくれています。何より、大家さんである篠崎夫妻が喜んでくれたこ

とが嬉しいですね。全部壊して新しいものを作るのは簡単です。リノ

ベーションは新しい人も昔からの人もどちらも喜んでくれるんだなあ

というのが今回実際にやってみてわかったことで、自分でもちょっと

した驚きでした。

リノベーションスクールから学んだこと

第１回リノベーションスクール＠そうかから誕生したスバルですが、

リノベーションスクールを通してどのようなことを学びましたか？リ

ノベーションスクールは、田中さんにとってターニングポイントにな

りましたね。

田中：独立するにあたって補助金などの支援が受けられないかなという

思いもあって受講しました。しかし、初っ端で「補助金に頼らない」「不

動産を持つ人間には公共に対しての責任がある」などのレクチャーを受

け、かなり衝撃を受けました。市がやってくれる、国がやってくれる…っ

て結局は誰なの？って話で。住みたいまちは自分で作る、作れるんだと

気づかされました。あらゆるものの見方も変わったような気がします。皆、

実はそれぞれ思いや意見をしっかりと持っているのに、いつの間にか自

分たちではどうしようもできないと思って口を閉ざしてしまっているの

ではないでしょうか？１番は人なんだと思います。人との繋がりが新し

い考え方も喜びも生みますし、さらには人を呼ぶんだなあと知りました。

これから

これからどんな場所になってほしいですか？

篠崎：誰でも気軽に立ち寄れて、まちを活気づけられる場になってほ

しいと思います。

これまでの田中さんの経験を活かして他にないようなものを作り、地

元出身ということも活かして、まちに開けた長年続くお店になってほ

しいです。

田中：お店は入口が全面ガラス張りです。特に女性のお客様が中が見

えるので入りやすいと言ってくださいます。ただ、中からも外が見や

すく、正面の２軒がシャッターが閉まったままなんです。何か素敵な

お店が入ったら良いなあと毎日思っています。自分で経験してみてわ

かったことですが、独立開業するのはとても大変なことです。お金の

問題もあるし、それをクリアしても物件探しや専門的な部分で自分で

できる限界があります。自分が周りの方々に助けてもらったように、

私も立ち上がりたい誰かがいたら力を貸し

ていきたいと思っています。同じ飲食の分

野に限らず、農家さんと何か面白いことが

できないかな？とも。まだまだ課題はたく

さんありますが、スバルがあるから草加に

行こうか？と言ってもらえるようなお店に

していきたいです。

篠崎 一男（しのざき かずお）さん
篠崎すみ子（しのざき すみこ）さん

「旧篠寿司」オーナー



旧道沿道エリア周辺マップ

リ ノ ベ ー シ ョ ン に よ る エ リ ア プ ロ
デュースと再生を行い、賑わい、憩い、

繋がりに溢れる非日常体験や空間を創造し、“ 住みたく
なるまちづくり ” をしていくために地元・草加でネット
PR・イベントコーディネーター、カフェ店主、農業の
あらたな可能性に挑む農家の３人で、2017 年３月に設
立された家守会社。
設立後、イベント事業として賑わいマーケット「soso 
market」を開催するなど、積極的にまちを舞台に活躍
していく。

つなぐば家守舎は、地域に対して「女
性が笑顔でいられる」まちを目指す。

只今、子連れで働きに来れるシェアアトリエ「つなぐば」
の準備中。

「つなぐば」とは、
・仕事につながる
・母親とつながる
・地域とつながる
この３つのつながるを軸に「つなぐば」を運営していく。
わたしたちの思いに共感し応援していただける方がい
らっしゃれば幸いです。
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2017 年１月、そうかリノベーションまちづくり構想の
策定から２日後に誕生した草加市初の家守会社。旧町

地区を中心に、エリアのマネジメント、事業企画・運営、賃貸、遊休不
動産管理などのまちづくり事業を実行する。

担い手を支える家守会社　
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女性の笑顔を創る家守会社
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